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研究成果の概要（和文）： 古代日本の遣唐使に比べて、日本の伝統文化の形成期にあたる室町時代の遣明使に関する
研究は少なく、まだ基礎的な部分もおぼろげなままである。
 そこで本研究課題において、おもに遣明使の中国での活動に重点を置きながら、歴史学的な基礎研究を行った。具体
的には、遣明使となった僧侶の残した入明記を精読し、中国でのフィールドワークと突き合わせ、他国・他地域から中
国への朝貢使節との比較も視野に入れながら、遣明使の歴史的特性を明らかにすることに一定程度成功した。

研究成果の概要（英文）： Compared with Japanese official embassies to Tang China, there exist only very fe
w studies on Japanese official embassies sent to Ming China during the Muromachi period, i.e. the formativ
e period of traditional culture in Japan, while even basic issues are still not revealed. Therefore, this 
project aimed to perform fundamental historical research concentrating mainly on the activity of Japanese 
embassies in Ming China. 
 Concretely, in this project we have carefully examined the records and diaries of Buddhist monks who beca
me envoys and compared our findings with the results of fieldworks in China. Further, we have also looked 
at tributary embassies from other countries and territories to Ming China and compared their activities wi
th that of the Japanese embassies. As a result of this historical-comparative research, we were able to re
veal the historical nature of Japanese embassies to Ming China in the context of diplomacy in Pre-modern E
ast Asia.
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１．研究開始当初の背景 

古代日本の遣唐使のように、律令国家論や
正倉院御物といった頂点的素材に結びつく
ことが少ないためか、遣明使に関する研究は
驚くほど少ない。遣明使に関する専論として
は、小葉田淳『中世日支通交貿易史の研究』
(1941 年)や、鄭樑生『明・日関係史の研究』
(1985 年)、佐久間重男『日明関係史の研究』
(1992 年)、田中健夫『中世対外関係史』(1975
年)などがある程度である。遣明使の性格の
変遷や中国明朝にとっての日本の位置づけ
といった大枠の議論に終始し、抽象的な論が
先行している。遣明使の行程や行動について
逐一実証した成果は未だ乏しいと言わざる
を得ない。 

遣唐使が律令制度や仏教などの先進的文
化導入に果たした役割は確かに重要だが、遣
明使の役割もそれ以上に無視できない。この
点については、特定領域研究「東アジアの海
域交流と日本伝統文化の形成 ―寧波を焦点
とする学際的創生―」（通称「寧波プロジェ
クト」；領域代表＝小島毅（本申請の研究分
担者））が各方面で明らかにしたように、日
本の伝統文化の形成を見たのがまさしくこ
の遣明使の時代だったからである。遣明使の
果たした歴史的役割が重要と考えられる理
由の一つである。 

ただし近年、東アジア海域史の分野が盛ん
になったことを承けて、日明関係史において
も漸く新たな進展が見られるようになった。
たとえば、研究代表者の村井章介は、足利義
満によって日明関係が結ばれる過程を初め
て詳細に解明し（『アジアのなかの中世日本』
1988 年ほか）、日本と明における政治史的な
連環の様相を明らかにした（『国境を超えて』
1997 年ほか）。単に日明関係史上の史実を発
掘するのみならず、それが日本史の展開に与
えた政治的影響の大きさを解明したと言え
よう。研究分担者の橋本雄には、関連史料を
つきあわせて遣明船経営のバランスシート
を解明した研究（「遣明船と遣朝鮮船の経営
構造」1998 年）や日明勘合の形状や機能等に
関して既往説を覆す論稿（「日明勘合再考」
2008 年）があり、不朽の成果と考えられた小
葉田・田中らの研究が盤石のものでないこと
を示しつつある。 

折しもこれと呼応するかのように、2000 年
頃から遣明使に関する史料研究が盛んにな
ってきた。村井や研究分担者の須田牧子、連
携研究者・研究協力者の関周一・榎本渉・米
谷均・手島崇裕・岡本真らが参加した輪読会
の成果により、平凡社東洋文庫から『笑雲入
明記』訳注本が公刊される予定である（2010
年刊行）。研究協力者の伊川健二には、天龍
寺妙智院所蔵『戊子入明記』の記事内容を詳
細に検討し、その成立を解明した研究もあり、
須田や研究分担者の伊藤幸司ともども妙智
院史料の調査・研究を行なっている（伊川『大
航海時代の東アジア』2007 年、伊藤「史料紹
介『渡唐方進貢物諸色注文〈天文十二年后〉』」

2007 年）。また伊藤は、禅宗史や美術史の素
材とされてきた肖像画の賛文に注目し、新た
な入明僧を発掘するとともに遣明使の性格
の変遷について論じている（「日明交流と肖
像画賛」2009 年）。 
このように、小葉田の著作から半世紀以上

を経た今、遣明使に関する研究は急速に発展
し、精緻化している。遣明使をめぐる研究成
果を集約し、今後の研究の進展を展望する機
が熟しつつあると言えよう。そのなかで、円
仁（遣唐使に加わった留学僧）の『入唐求法
巡礼行記』に匹敵する長篇史料、『策彦和尚
初渡集』（4巻）・『同再渡集』（2巻）（策彦周
良は天文 7年・16 年の二度、それぞれ副使・
正使として入明）については、かつて牧田諦
亮が翻刻をし、概要を紹介した（『策彦入明
記の研究』1955 年）ほかは、目立った研究が
ないのが現状である。また、牧田の翻刻は重
要な成果ではあるが、個人で成し遂げたもの
ゆえ翻字等に疑問も残るし、現在の史料学や
文書学の水準から見れば不十分な点も多い。
つまり、原本に忠実な、新たな翻刻・研究が
必須だと考えられる。 
 今回の申請メンバーの半分近くが重なる
特定領域研究「寧波プロジェクト」の「日明
関係班」では、『初渡集』中巻の厳密な翻刻・
校訂を目指し、2006～2009 年の 4年間、原本
の写真をベースに輪読会を催してきた（校訂
の成果は 2013 年に『寧波と博多』汲古書院
から刊行）。併せて『初渡集』に登場する、
日明関係史上重要な遣明使関連の史蹟（主に
浙江地域）を踏査し、記事内容の現地比定を
行なうとともに、記事の倒錯や誤記の発見な
どの史料批判を積み重ねてきた。フィールド
ワークと融合させて、史料研究を相当深める
ことができたと実感している。この研究成果
が、本研究の直接の前提となっている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、まず妙智院所蔵『初渡集』下

巻の翻刻・校訂に取りかかりたい。ただし、
高い水準での研究を目指すためにも、その他
の妙智院所蔵の遣明使関係史料や、中国浙江
地域の地方官が遣明使に与えた公文書の写
を綴った「嘉靖公牘集」（芳洲文庫所蔵）な
ど、『初渡集』と密接に関連する諸史料にも
目配りする。そして、これらの諸史料を突き
合わせ、遣明使の行動を立体的に復元するこ
とを目指す。 
中国は現在、どこにおいても激しい開発ラ

ッシュで、歴史的景観が急速に損なわれつつ
ある。したがって、歴史的建造物や遺物はも
ちろん、史蹟の現地比定すら危うい状況に陥
りつつある。至急に史蹟を探訪し、その成果
を史料研究に活かさねばならない。『初渡集』
下巻は、寧波から北京に向かう長大な旅程を
描く部分であり、フィールドワークも困難が
予想されるが、これまで「寧波プロジェクト」
の踏査研究で培った経験を踏まえれば、効率
的な調査ができるものと考える。これにより、



確度の高い史料翻刻・研究が実現できること
を確信する。 

 
３．研究の方法 
（１）輪読会プロジェクト 

本研究の主たる成果となる、妙智院所蔵
『初渡集』下巻の翻刻に向けての講読が最重
要課題として挙げられる。本史料の解読に当
たっては、中国史の政治・経済・社会にわた
る知識が不可欠であるほか、記主が禅僧であ
るために禅宗の知識も必要である。仏教や中
国の故事が散りばめられており、中国史・仏
教史・日本史・国文学・漢文学といった様々
な分野の知識や学問的蓄積が応用されねば
ならない。 

具体的には、年２回、集中的（2 泊 3 日）
に東京大学史料編纂所へ集まり、担当箇所を
あらかじめ決めて輪読会を行ない、文字や読
みを確定した。翻刻の方針や手続きなどにつ
いては、すでに一定程度のルールを定めてい
るが、さらに問題等を発見した場合は、適宜
ルールを定め、凡例を改訂していった。なお
作業結果は、テキストデータとして保存し、
ＭＬ上で情報を共有した。これは将来、WEB
上で公開しうるよう、加工可能な状態として
おく必要からである。 
（２）現地踏査プロジェクト 

日本の遣明使の北京上京ルートで、これま
で全くの未踏査地域である江蘇省北部～山
東省～河北省～天津～北京の大運河沿いの
諸都市と北京城内を重点的に行う。さらに、
日本の遣明使との比較的考察の必要上、高
麗・朝鮮の遣明使の入貢ルートの現地踏査
（遼寧省方面）を行う。その際、各種入明記・
中国地方誌・古地図などの文献史料を予め収
集した。現地踏査に際しては、詳細な踏査日
記を記録し、踏査写真とともに後日その成果
の公開に備える。 

 
４．研究成果 
（１）本研究がもっとも重点をおいてきた妙
智院所蔵『初渡集』下巻の翻刻・講読作業に
ついては、予定通り本研究課題期間中に終了
することができた。具体的には、毎年 2 回、
集中的に東京に集まって講読を行い、講読メ
ンバーで作成した凡例に沿って文字や読み
を確定し、基礎的な注釈を施したテキストを
作成したものである。今後の課題としては、
残る「下之下」巻および『策彦和尚再渡集』
について同様な作業をいかに続けるか、また
これまでに作成・確定したテキストの公開を
いかに行うかなどが挙げられる。後者につい
ては印刷公刊・Web 公開など、さまざまな具
体化の方向を検討していきたい。 
（２）申請書段階では予定していた、外交比
較研究に関するワークショップ等は、時間
的・金額的制約から、それのみで開催するこ
とが叶わなかったが、比較外交儀礼の観点か
ら、研究分担者・連携研究者・研究協力者が
検討をすすめ、それによっていくつかの研究

成果が得られた（研究成果欄参照）。また、
不十分ながら、Email 等で日常的に情報交換
や議論を進めてきた。なお、次の③に掲げる
遼東地域での現地調査は、比較史的検討の闕
を埋める意味を持つ。 
（３）最終年度の現地調査は、2013 年 8 月
24日から9月 1日、遼東半島方面で実施した。
おもに、朝鮮から中国北京への朝貢使節（燕
行使）の辿った陸路につき、基点となる地
域・都市を辿っていく内容である。同時にこ
れは、過去３か年度に行なった日本の遣明使
節の入朝ルート（揚州から北京を調査）との
比較を企図したものと位置づけられる。具体
的には、瀋陽・遼陽・丹東・大連等のほか、
鴨緑江河口等も巡検し、明清時代・李朝時代
の関連史蹟を辿り、その地勢や距離感等の把
握に成功したものと思う。江南の浙江から、
運河沿いに北上する遣明使のルートと異な
り、乾燥した陸路を延々と辿る朝鮮燕行使の
旅はさらに負担の大きいものであったこと
が推察される。 
（４）4 ヶ年間の研究成果として、『遣明船入
門』（勉誠出版）を出版予定である。 
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